
かな枚対した｡48年度は,遅延反応の学習段階とニ>-

pソ括王臥一また光刺激に反応し,バー押しに先行するニ

ューロソの検討を行なったC

総 説

1) 名':伏n子(1973):動物の"ことは'tl- その行動的追

班.)ム拙く8月号);24-350

2) 亘7.伏杓子(1974):脳の二重活動0人間 ･この未知な

るもの(4)｡pp.58-61｡ダイヤモソド･タイム社o

学 会 発 表

1) 軟化スケ.}>-ルの検討一比率スケジュール

鏡 野 俊 夫

日本心理学会第37回大会 (1973)

2) ニホソザルの delayed matchingtosampletask

における学習行動- 遅延時間の関数としてo

井探允子 ･長谷川政夫 ･岩原侶九郎

日本動物心理学会約33回大会 (1973)

3) 遅延色合わせ課題における下部側頭回の部分破壊の

影響

非探允子 ･久保田放 ･岩非栄一

日本心理学会卯37回大会 (･1973)

4)サルの自己刺故に関する研究- FRスケジユール

での反応バクーソ

小 嶋 祥 三

日本心理学会約37回大会 (1973)

社 会 研 究 部 門

川村俊蔵 ･河合雅雄

東 滋 ･鈴木 晃

研 究 概 要

1) ニホソザルの分布約的研究

川村俊蔵 ･東 液

紀伊半占いこおいて,サルの分布を広域調査し,これま

でのYt料とあわせて,既知の分だけで 1,800km2以上の

迎枕分れi城があることをつきとめ,さらに西へ連続する

ことな拙泣した｡そのほかいくつかの孤立した分布地が

ある｡千:Ai紙同寺共同研究員との協力のもとに,多角庇か

らの介祁約的な分析を行なっているoそのほか,L5攻県

下における研究も行なった｡

2) 狩出占ホソザルの郡れ社会の研究

1. 小玉仏における経年変化の研究

川 村 俊 蔵

小豆f71を10年の空自の後に再調査し,さまざまな

ヒ1-マソ イソパクトのもとで,群れがどのよう

に変化し,行動域がかわったか否かを調べた｡

2. 小豆島K群および滑床A群における性行動の研究

川 村 俊 磁

大島清を代表者とする霊長煩の生把生理に関する

基礎的研究の一環として,上記の2つの群れについ

て,性行動の開始と終息の時期および個体問の性行

動の頻度の推移について研究した｡

3. ポビュレ～シ;ソ分布,および遊動と現境要田に

関する研究

東 泣 ･足沢氏成1)

4.下北半島のニホソザルの社会生抜学

51三 弦

5. ニホソザルの個体群の維持 ･生活の維持にお●よは

す森林施業,その他の humanimpactの形野

末 滋

3, 4, 5については年報第3巻6頁参照0

3) 海外調査に関するもの

1. ゲラ〆ヒヒの社会 ･生態学的研究2)

河合雅雄 ･森栴代3)

エチオピアのセミエソ地区でゲラダヒヒの2--

ド(105,27)を個体識別し,精密な祝祭を行なっ

た.--ドとワソメイルユニットの社会榊造,社会

関係 (順位,グルーミソク,血縁等),性関係,性行

動,性周期,コミーニケーツ註ソ,社会的成R,ア

クティビティー.遊動生活について,Ti的･皿的な

研究を行なった.また,-～ド問の関係な4ハード

について調べ,ゲラ〆ヒヒ社会の全貌を把擬した｡

2. 771)カにおける盟長現の生位学的折兜

鈴 木 晃

霊長析研究所特別事業の第2年度として,兜咋皮

に引き絞き,昭和48年6月14日より昭和49年6月16

日まで,ウガソダ･ケニヤ･タソザエアで霊長桝の

生態学的研究をおこなった｡主としてウガソダのブ

ドソゴの森において,チソバソジー,アビシニアコ

ロブス,ブルーモソキー,アカオザル,サパソナモ

ソキー,ヒヒの生態学的研究を行なった｡

4) 自然保護に関する作業

川村故殺･5k一 絃

鈴施有料道路 (継綻),大峯山系および他野地-)J-,51I

rll国山地において,自然保掛こ関する誠礎誹3韮ならびに

意見具申を行なった｡

5) 野生獣Wlの保護と粒林業への被培防除の基礎的研兜

1)教務祈佐貝

2)大沢秀行 (生活史研究部門),岩木佼夢 (九大･理)

との共同研究｡

3)教務職員
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川村俊枕 ･31!弦 ･御瓜剛1)伊雌R.llL-7-2)

ItJ相克故を代-tRとする上陀研究において.こホソザル

･クスキ ･キツネの研究を行ない,爪林菜との関係およ

びLL:氾ミ'-tT=的竹理JJ俄 の考究を行なった｡またアカネズミ

･ヒメネズミについて同様な研兜の叩附な行なった｡

論 文

1) Kawamum,S.(1973):AdaptationofJapanese

largcImmmals to secondaryforest.Proc.East

AsianRegionalSem.,Japan.Nat.Commit.IBP

I)P.57-70.

2) Kawamura,S.(1973);Thel'reSentSitu'ltionof

JalILInCSCmonkeysintheirnaturalhabitat.Pr∝.

lCLAAsianPacificMcet･hb･An ill一.ExperiHl.

Ani･,vo1.22.suppl.l叩.453-459.

3) Kawai,M･andU.Mito(1973):Quantilativestudy

ofactivitypattemsandposturesofFormosanmom.

keysbytheradio-tclemetricalteclmique.Pn･maLes

14:lT)-1()4.

報 告 そ の 他

1)川村俊放(1973):紀伊半仏力三部における哺乳好iの分

和について｡野生耽銃の保誠と放林菜への被flB防除

の益田的研究.昭和48年皮研究報告 pp.16119｡

2) jLl故 (1974);抑井卵即こおける旧任形成と郡れお

ちoオスの吐括兜-ニホソザル地域個体群の研究Ⅰ

(和四一雌 ･31ミ滋 ･杉山率丸和)pp.12-21｡出兵

机研究所｡

3) 加泣(1973):御岳山地域の叩乳動物｡日独群暁保全

地域映祁地学的調査報岱iLir,御rG･惜郷白山 l'P.21

-30｡岐阜邦O

学 会 発 表

1) 沫林他生の変化とニホソザル分布の歴史的変動

51! 滋

哨乳現研究グルーブ研究会シソポジ

ウム ｢喝乳現と自然保護｣(1973)

2) 下北-'['･･f:.')のこホソザルの生活と行動

力三 弦

日本物物心PJ!'111':金紗33回大会シソポジウム (1973)

3) Originofhominidhuntings-from theperspcc･

tiveofprimatology.

1)研岱尺

2)研修員

AkiraSuzuki

lXthlnternalionこIICongressofAnthropological

undEtlmologicalSciences,Chicago(1973).

.変 異 研 究 部 門

野沢 謙 ･江原昭善 ･和 田一雄

四郎朗達 ･庄武孝義

研 究 概 要

1) ニホソザルJJ潤 の桝出に関する数理的研兜

●野 沢 謙

ニホソザルにはその社会耶池の叩位として郡れの存在

が稚拙されている｡郡れの迫伝･:7:的和劾サイズ,郡れの

川の拶山人埠ミなどは.ニホソザルJJS凹の退伝,lI'=的桝造と

動態を文WLlするZIi公なパラメーターである｡従来から番

机しているニ ホソザ ルの社会. dilE7(･学的知見 を利用し

て,これまでにニホソザルの迫伝学的和劾サイズを推定

してきたが,2)のテーマとも漕拝な閉路があるので.こ

れと閃逃させて次のパラメーターを拡延すべ く日下Yf料

収Jhl)である｡

2) サルの田自多型現象の探索と退伝的変b'ち性の定見化

野沢 耽 ･庄武夢虫

3'立伝的多型現象の存在を明らかにし,そのMl皮分-Jげを

もとにして,ニホソザルの柴田の柄造と動1LB.を統計学的

に解明せんとするもので,昨年皮までにユホソザル35郡

約1.300頚分の汗料を収集し,群ごとの退伝子桝成を明ら

かにして群問の迫伝的距離と地理的距離の関係からこホ

ソザルの移動距離について考察した｡また他の Macaca

属のサルについて磯ごとの退伝子構成を明らかにし,梯

間の遺伝的関係を明らかにすべ く研究を開始した.これ

については1974年度の日本遺伝学会で第一報が苑袈され

るはずである｡

3) ニホソザルの先天的四肢寄型への遺伝学的アブFl-

チ

野沢 維 ･旺武孝汲

ニホソザルの榊 寺山.臥牛111,淡路):1などの郡に多指

する四肢布型が退伝的支配な受けているか-打かな明らか

にすべ く研究が統行されている｡これまではJJl同の布型

山砂 こLX]するもソサスから統計迫伝'If:的ソj法なもちいて

分析を行なってきたが,今咋皮は淡路山野tは公苑のtgJプ)

を相,交配火映なmW7した｡

4) 家市化現象のLX潤 辺伝学的研究

野沢 放 ･庄武夢虫

在来gfi家畜とそれらの野生原朝の迫伝学的野外調査,

および家筋と野生原租の迫伝的交流に関する調査によっ

- itlL


